
 
 
 
 
 
 
 

第 1343 回例会 16 年 2 月 9 日(月) 
於 海南商工会議所 12:30～ 

 

１．開会点鐘     会長 田中丈士 
２．ロータリーソング 「奉仕の理想」 

３．ゲストの紹介    海南税務署長 折井 卓様 
４．出席報告  

会員総数 73 名 出席者数 52 名 出席免除会員 2名 

   出席率 73.24% 前回修正出席率 77.46％ 
 

５．会長スピーチ    会長  田中丈士 

 こんにちは。今日は久し振りの暖かい日となりまし
たが立春はすきましても立春寒波と言いますか、寒さ

厳しいものがあります。本日はゲスト卓話に海南税務

署長の折井卓様をお迎え致しております。お忙しい所

有難う御座います。又、今年度のWCSで寺下国際委
員長はじめ楠部さん、林さん、花田さんの 4名の方が
2 月 5 日より昨日迄フィリピンのマンダウェイース
ト・ロータリークラブへ訪問していただきました。御

苦労様でした。後日にも訪問した現状報告をお願い致

したいと思います。現在地球上には明日の食事を取れ

ない人は８億人位あるといわれております。 
 本日 2月 9日は初午の日になっております。初午は
稲荷神社の祭で有りまして 2 月の最初の午の日の縁
日に全国各地で行なわれるそうで有ります。特に京都

の伏見稲荷大社はその中でも最も盛大に行なわれる

そうです。又、2 月 11 日は「建国記念日」で祭日と
なっておりますが戦前は｢紀元節｣と言いましたが戦

後廃止され 1966 年（昭和 41 年）に再度「建国記念
日」として復活、祝日となっております。次会例会は

クラブ協議会となっております。各委員長の方は出席

のほど宜しくお願い致します。この後、折井所長様の

卓話をしていただきます。御静聴お願い致します。 
 
６．幹事報告 
○例会臨時変更のお知らせ 
  泉佐野 RC 2月 12日(木)→2月 12日(木) 

午後 6時～ ホテル日航関西空港 
 

７．委員会報告  国際奉仕委員会 
   WCSで比国へ行って来ました。今回テーマは人

口問題でした。参加者は楠部、花田、林、寺下

の 4名です。 
 
８．ゲスト卓話 海南税務署長  折井 卓 

 2月に入り、税務署では、
還付申告者の確定申告が始

まっております。16日から
は一般の確定申告も始まり、

1 年で最も忙しくなる時期
であります。海南税務署に

提出される申告は、平成 14
年分で約 11,000件、うち高
額の医療費を支払ったとか、

住宅を買ったとかで還付申告をされる方が約 4,600
件となっており、たくさんの納税者の方々が来られま

す。そして税務署では、26 名の職員でその膨大な枚
数の申告書を処理しております。申告に当たりまして

は、常々お願いしておりますように、「正しく・もれ

なく計算」し、「自分で書いて作成」し、そして「早

く提出」していただくようお願いします。税金は社会

生活を共同で送るための会費ともいえるものです。奉

仕の理想を社会生活に実践されているロータリーの

皆様方とは、ある面では相通ずるものと言えます。ど

うか、適正な申告をお願いします。 
景気の状況 
 最近、景気は回復基調にあると言われております。 
    では、どれだけの企業が税金を納めておられ

るのでしょう。全国の平成 14年度における法人の申
告状況をみてみますと、単年度の決算で黒字の企業が

59.8%、約 6割が利益を出しており、約 4割が赤字決
算であります。このうち、過去の繰越欠損を穴埋めし

て、なお黒字で税金を納めている企業は 30.3%、全体
の３分の 1に満たない状況であります。海南税務署長
を含む紀北の状況はだいたい全国と同じであります

が、紀南の方はどうかといいますと、これが意外と元

気がよいということが分かりました。8～10ポイント
も高いところにあり、収益面で堅調な数字が出ており

ます。いずれにしましても、平成 15年度の上期の収
益は、各地域、もちろん海南も含めて改善傾向にあり

ます。税収の減少にも、ようやく歯止めがかかるのか

な、と期待しております。 
お酒の話 
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 それでは、前置きはこのぐらいにしまして、本日の

本題であります「お酒の話」をさせていただきます。

酒税収入は全国で、年間約 1兆 7千億円、と大変貴重
な財源であります。ちなみに海南税務署の酒税収入は、

平成 14年度で約 5億 2千万円であります。なお、お
酒の小売価格に対する酒税負担率は、ビール 46.5%、
ウイスキー22.8%日本酒 17.9%、焼酎 32.0%、発泡酒
28.9%となっており、ビールの約半分は税金を飲んで
いることになります。 
（1）お酒の生産量 
和歌山県内の製造移出数量(生産量）のことについ
て少し触れておきます。現在、和歌山県全体では 42
場の酒類製造免許場がありますが、海南税務署管内で

は、８場で日本酒等の製造が行なわれております。     

また、酒税の課税状況をみましても、海南では、和歌

山県全体の 66.2%に当たる 5 億 2 千万円の酒税が課
税されており、海南は県下有数の酒どころであると言

えます。ちなみに、海南税務署管内ではどのお酒を多

く作っているか、酒税の課税状況でみると、日本酒が

圧倒的に多く、全体の 63.1%を占め約 3億 3千万円、
焼酎が 24.0%の約 1 億 2 千万円、リキュール類が
10.2%の約 5千万円となっております。 
（2）お酒の消費量 
皆様方は 1 年間にどれくらいのお酒をのんでいるの
でしょうか。平成 14年度（平成 14年 4月～平成 15
年 3月）、和歌山県全体では 7万 8千ｋｌ、和歌山城
の天守閣(高さ 23m、6,600ｋｌ)を杯に見立てると約
12杯分、海南税務署管内では 3千 4百ｋｌで、和歌
山城の天守閣の半分となっています。これを成人 1
人当たりの年間消費量でみますと、和歌山県の平均で

91L、ビール大瓶に換算しますと 144 本、海南では
56L、ビール大瓶で 88 本でありました。海南の消費
量はやや少ないことが分かります。これは、お酒を飲

まない方が多いのか、飲んでもたくさんの飲まない方

が多いということだと思います。更に、若い人が比較

的少なく、高齢者の方が多いことも原因の一つと考え

られます。次に、種類別の消費量を見ますと、酒類全

体の消費量が減少(対前年比 99.2％)する中にあって、
焼酎、発泡酒は大幅に増加しております。全体の消費

量に占める構成割合は、ビールが依然 1位であります
が、全体の 5割（前年△5ポイント）を切ったのに対
し、2 位の発泡酒が全体の 3 割（前年+5 ポイント）
に近づいております。ビールは平成 6年度が過去最高
で、酒類全体の 78％を占めておりましたが、年々減
少し、現在は 45％まで落ち込んでおります。3 位は
日本酒でありまして、近畿２府４県では 1 割弱の
8.7％であります。和歌山県全体におきましては、
12.4％で、近畿２府４県より約 4％高く、和歌山県で
は日本酒のお好きな方が多いのかなと思われます。     

更に注目すべきは、海南では、なんと日本酒が 17.8%
と非常に高い割合を占めており、美味しい地酒がこよ

なく愛されていることを表わしております。 
（３）悪酔いするお酒は？ 
 「焼酎やウイスキーは残らないが、日本酒は翌日に

残るからイヤだ」と言う人がおられますが、これは何

の根拠もないそうです。悪酔いや二日酔いはアルコー

ルの摂り過ぎによるものであり、酒の種類で酔い方が

違うということはないそうです。ちなみにアルコール

の量を比べますと、日本酒 1合に相当するのは、だい
たいビールは大瓶 1本、焼酎は 0.6合、ウイスキーの
水割りなら 2～3杯、ワインボトルの場合は 3分の 1
ぐらいであります。要は、飲みすぎるから悪酔いする

のであります。また、同じアルコール量でもカロリー

はどうかというと、日本酒は 193kcal、ビール 247kcal、
ウイスキー134kcal、ワイン 204kcal となっており、
ビールがもっともカロリーが高いことが分かります。

糖尿病の方は、参考にして下さい。 
（4）アルコール性ドラックアウト 
「昨日、どうして家に帰ったか覚えていない。」とい

う経験はありませんか。これは、アルコールの麻酔作

用によって、学習効果が蓄えられる大脳の新皮質が麻

痺するためですが、本能や古い習慣が蓄えられている

古い皮質は、なかなか麻痺しないためで、翌朝どうや

って帰ったか覚えていないくらい酔っていても、日常

の習慣を記憶している古い皮質のおかげで、無意識の

うちに間違えずに帰宅し、靴を脱いで、パジャマに着

替えることができるというわけです。 
 6月ユネスコ委員会で、高野山をはじめとする紀伊
山地の霊場が世界遺産に登録されますと、この和歌山

県に国内外からたくさんの人が訪れると思います。こ

れを契機として、和歌山県の経済がより活性化されま

すことを祈念して、つたない私の話を終わらせていた

だきます。 
 
９．次回例会  

平成 16年２月１７日（月） 
12：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 
 

10．閉会点鐘 

 

＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 
林 孝次郎君 無事に比国から帰って来ました。 
辻  秀輝君 山東先生にお世話になりました。 
橋本 憲紹君 ガンが消えなくなる程になりました。 
角谷 勝司君 税務署長本日はご苦労様です。来客が

あり失礼します。 
向井 久佳君 一年分です。 
寺下  卓君 WCS無事訪問できました。参加者の

皆様ありがとうございました。 
楠部 賢計君 WCS参加感動と感激の４日間でした。   

寺下さん、花田さん、林さん有難う。 
花田 宗弘君 WCS、比国に行って来ました。 
瀬藤 友子君 海南税務署長、本日は卓話ありがとう

ございます。経済革新セミナー、無事

終えました。山畑さん出席ありがとう。 
田中 丈士君 折井様、本日は御苦労様です。 
宮田 貞三君 折井様、本日は御苦労様です。 
平野 泰宏君 葬儀御礼  

会報委員会 委員長 谷脇良樹  副委員長 塚本義信 青木美典 中西秀文 西峰義文 田村能孝 上芝良造 


